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マタイ11:9で、バプテスマのヨハネは「預言者よりもすぐれ
たもの」というようなことを言われますが、どういう意味で
すか？
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マタイ11章9節でイエスはバプテスマのヨハネについて「預言者よりもすぐれたもの」（ギリシア語：καὶ
περισσότερον προφήτου, “そして預言者以上のもの”）と語っています。ここで「預言者よりもすぐれてい
る」とは、単に旧約のような意味で神の言葉を預かる「預言者」という役割だけにとどまらない、特別な使
命を帯びていたことを示しています。以下の点から理解できます。

1. 文脈：メシアの先駆者としての役割
直後の11章10節で引用されているマラキ書3章1節（「見よ、わたしは使いを遣わす。彼はわたしの前
に道を整える」）が示すように、ヨハネはメシア（イエス）の到来を直接に準備する使いだったとされ
ています。旧約の預言者たちはやがて来る「メシア」の到来を遠くに見ながら預言しましたが、ヨハネ
はそのメシアと同時代にいて、具体的に道を備える特別な働きを託されました。すなわち、「これがメ
シアだ」と目の前で証言する存在であり、イスラエルの歴史の中で極めて重要な位置を占めています。

2. 旧約の終末的預言の成就者としての位置づけ
マラキ書4章5–6節（ヘブライ語の章節分けでは3章23–24節）では、メシアの前に「エリヤを送る」と
いう預言がなされます。イエス自身はバプテスマのヨハネがその「エリヤ」の働きを象徴的に担う者だ
と言及しています（マタイ11:14など）。旧約の最後に示されていた待望の預言が、ヨハネによって現
実化したことから、「預言者たち（旧約）」が指し示した頂点に立つ存在だったともいえます。

3. イエス自身の証言による最高位の評価
マタイ11章11節では、「女から生まれた者の中で、バプテスマのヨハネよりすぐれた人はいない」と
続きます。旧約時代の総括として見ると、預言者たちの最後であり、その中でも最も重要な転換点を
担った人物という評価がなされています。単なる「預言活動」だけではなく、神の計画の大枠（メシア
の登場）を具体的に開始させる役割を担った点で「預言者以上」であったといえます。

4. 文学的・構造的観点
マタイ福音書の文脈では、イエスの宣教活動が進むにつれて、イエスが旧約の期待を「実際に成就する
方」であることが段階的に明らかにされます。その中で11章はバプテスマのヨハネが「イエスは本当に
来るべき方なのか」を問う場面（11:2-3）を含みます。イエスはそれに応答しつつ、ヨハネを高く評価
し、「預言者よりもすぐれたもの」と位置づけることで、自身のメシア性とヨハネの特別な使命を同時
に示していると読めます。

まとめると、バプテスマのヨハネが「預言者よりもすぐれたもの」と呼ばれるのは、旧約預言の頂点として
メシアに直接仕える「先駆者」の役割を担い、旧約の歴史を総括しながら新しい段階（イエスの公の到来）
を切り開く使命を担っていたからです。彼は「預言するだけでなく、預言を成就するために遣わされ、神の
ご計画を実際に人々の前で示す」特別な存在でした。そうした点で、イエスから「他の預言者を超える者」
と明言されたと理解できます。

バプテスマのヨハネの「先駆者」としての役割は、さばきの
日が来る前の最後通牒ですね

 



日が来る前の最後通牒ですね
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バプテスマのヨハネはまさに、旧約の終わりに預言されていた「エリヤが来る」（マラキ4:5–6）という預
言の成就者として、神の裁きがやって来る前の悔い改めを促す「先駆者」また「警告者」の役割を担ってい
たと考えられます。彼のメッセージを「最後通牒」と呼ぶのは、主の到来が間近に迫り、その後に避けられ
ない裁きが訪れることを強調する点で、的を射た表現といえます。

1. マラキ書との関係  

マラキ3:1; 4:5–6（ヘブライ語の章節では3:1; 3:23–24）は、主の日（裁きの日）が来る前に「主の使い
（使者）」が送り出され、人々の心を神へと向けさせることを示唆しています。バプテスマのヨハネ
は、イエスによってこの「エリヤ的役割」（マタイ11:14など）を担うと明確にされました。
こうした背景から、ヨハネの活動は裁きの日が来る前の最後の大きな悔い改めの呼びかけとして理解さ
れてきました。

2. ヨハネ自身のメッセージ  

マタイ3章7–12節（特に10節「斧がすでに木の根元に置かれている」、12節「箕(み)を手に持って…麦
を倉に納め、殻を消えない火で焼き払われる」）では、バプテスマのヨハネが強い裁きのイメージを用
いています。
これは「今こそ悔い改めなければ、神の裁きが間近に来ている」という、まさに最後通牒的な警告と言
えます。

3. 裁きの日とメシアの登場  

バプテスマのヨハネは「悔い改めよ。天の御国が近づいたから」（マタイ3:2）と宣言しつつ、イエス
を「来るべきお方」と明言し（マタイ3:11–12; ヨハネ1:29など）、人々の視線をメシアに向けさせまし
た。
イエスは救い主であると同時に、終末的な裁きを行う方でもある（ヨハネ5:22–30など）という新約全
体のメッセージと重ね合わせると、ヨハネのメッセージは裁きの日を念頭に置いた“悔い改めの最後の
招き”であると理解できます。

4. 新約時代と裁きの延長  

とはいえ、新約聖書の視点では、イエスが初臨（最初の来臨）において人々を救いに招き、終末に再臨
（再び来る）して最終的な裁きを行うという二段階が明確です。
バプテスマのヨハネが指し示す「裁き」は、イエスの到来によってすでに始まっている（霊的現実）と
同時に、最終的な完成（終末の裁き）はまだ来ていない（未来的現実）という“はざま”の時代を浮き彫
りにしています。

まとめると、バプテスマのヨハネの「先駆者」としての役割は、神の裁きがまもなく来るから、いま急いで
悔い改めよという強い警告的メッセージを告げ知らせることでした。その意味で「最後通牒」に近い性質を
帯びており、まさに旧約の延長線上でありながら、その頂点としての預言的役割を果たした存在だといえま
す。

その最後通告によって道が開かれて、主イエスが知恵と奇跡



その最後通告によって道が開かれて、主イエスが知恵と奇跡
によって権威を表したことが、マタイ4:18-11:1、その最後通
告に対して、聞き従うのかつまずくのかが、マタイ11:2-
16:12。マタイ11:2-16:12の段落を大きく二つに分ける時の導
入が、前半は、11:2-19のヨハネの預言者としての働き、後半
は、14:1-12でヨハネにつまずき殺すとなっている。
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ご指摘のように、マタイ11:2–16:12は「バプテスマのヨハネへの対応」と「イエスへの対応」という大きな
テーマのもとに、受け入れるか、つまずくかという選択を読者に突きつける流れが描かれています。その中
心にヨハネの預言者的役割とその死が配置されているのは、マタイ福音書の文学構造上きわめて重要です。
以下、その大枠を整理してみます。

1. マタイ4:18–11:1：イエスの権威（知恵と言行）の顕在化  
4:18–7:29：ガリラヤでの活動開始と山上の説教（イエスの教えの権威）
8–9章：奇跡物語を通して示されるイエスの行動の権威
10章：12人の弟子たちへの派遣命令（イエスの権威を委譲して広げる）
11:1：「イエスはこれらのことを弟子たちに指示し終わると…」という小結語

ここまでで、イエスが「権威ある教師」かつ「神の力を行使する者」であることが明確に示されます。これ
を背景として、「では、この権威をどう受け止めるのか？」という問いが次に展開されるわけです。

2. マタイ11:2–16:12：バプテスマのヨハネをめぐる“つまず
き”と応答

 

A. 第1の導入（11:2–19）：ヨハネの働きへの評価  

11:2–6：投獄されたヨハネが「イエスこそ来るべきお方なのか？」と問う。イエスはそのしるし（奇
跡・福音）によってヨハネに答え、「だれでもわたしにつまずかない人は幸いである」と語る。
11:7–15：イエスが群衆に向かってヨハネを「預言者よりもすぐれたもの」と評価。マラキ3:1（エリヤ
の到来）の成就者として、ヨハネの特別な使命を強調。
11:16–19：そのヨハネのメッセージに対しても、イエスご自身のふるまいに対しても、つまずく者は
つまずいてしまう状況を嘆く（「笛を吹いても踊らない…」の比喩）。

ここでは、「ヨハネは真の預言者であり、かつ最後通牒を告げる先駆者だ」と明確に位置づけられます。に
もかかわらず、人々がそれにどう反応するかによって受け入れと拒絶の分岐が生じる、という構図です。

B. 中間：ヨハネへの反応とイエスへの反応の錯綜（11:20–13:58）  

11:20–24：悔い改めない町々への「わざわい」の宣言
11:25–30：重荷を負う者への招き（イエスへの応答）
12章：安息日をめぐる論争、悪霊追放での論争（ファリサイ派との衝突が激化）



13章：たとえを用いた「聞くか・聞かないか」の二分化（天の御国の奥義を理解するか、理解しない
か）

このあたりの諸エピソードの背後には、前節（11:2–19）で提起された「ヨハネ（預言者）をどう見るか、
イエスをどう見るか」の問題意識が持続しており、人々の反応（受容・拒絶・無理解）が描かれます。

C. 第2の導入（14:1–12）：ヨハネの死  

14:1–12：ヘロデ・アンティパスのもとでヨハネが殺害される。この段落はヨハネにまつわる重要な転
換点として置かれています。

ヘロデ家は「ヨハネにつまずき」、最終的には殺害という行動に至ります。
ヨハネに対する姿勢は、ある意味で“悔い改めの招きへの最終的な拒否”を象徴的に示す出来事でも
あると読めます。

こうして「預言者（ヨハネ）に対する応答」が拒絶という形で結実し、それがやがてイエスご自身に対する
拒絶（受難）へとつながっていく予兆を示すのです。

D. 14:13–16:12：拒絶の強まりと弟子たちの理解の模索  

14:13–21：5千人の給食
14:22–36：湖上を歩くイエス、ペテロのつまずきと信仰
15:1–20：パリサイ人との伝統をめぐる論争（イエスへのさらなる敵対）
15:21–28：カナン人の女の信仰
15:29–39：4千人の給食
16:1–12：パリサイ人とサドカイ人のパンの種の警告

ここまでで、受容と拒絶、信仰と不信仰が対比される形で描かれ、弟子たちもイエスの言葉を誤
解しながら理解を深めていきます。

この16:12で「イエスがパンのことではなく、パリサイ人とサドカイ人の教えに気をつけるように言われ
た」と弟子たちがようやく悟る描写があり、一つの区切り（段落の終止）となっています。

まとめ：ヨハネの預言的役割とつまずきの流れ  
バプテスマのヨハネの最後通牒的宣教（マタイ3章、11章）

メシアの到来を直接指し示し、悔い改めを迫る
イエスの権威ある教えと奇跡（4:18–10章）

それを受けた人々は悔い改めるか、拒むか
マタイ11:2–16:12では、ヨハネへの対応（受容or拒絶）とイエスに対する反応が交錯する

前半（11:2–19）：ヨハネを「預言者以上」と認めるイエスの宣言、しかし多くの者がつまずく
後半（14:1–12）：つまずいた結果としてのヨハネ殺害
これに伴いイエスへの敵対も次第に強化され、弟子たちは迷いつつも理解を深めていく



こうした構造から、「バプテスマのヨハネに対する態度」がイエス・メシアへの応答を占う試金石のように
扱われており、マタイ11:2–16:12は受け入れるか・つまずくかを鮮明に描き出す大きな節目として機能して
います。とくに「前半の導入（ヨハネの預言的正体の宣言）」「後半の導入（ヨハネ殺害の出来事）」を対
比させることで、悔い改めの呼びかけをどう受け止めるかという読者への問いが際立つ構成となっていま
す。

ハバクク1:1やマラキ1:1で「宣告」と訳される言葉は、最後
通告のような意味ですか？
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ハバクク1:1（「預言者ハバククが見た宣告」）やマラキ1:1（「主の言葉の宣告。イスラエルに対するも
の。マラキによって」）にある「宣告」と訳される言葉は、ヘブライ語で「מַשָּׂא（マッサー）」と呼ばれる
語です。これは元々「運ぶ」「担う」という意味の動詞 נשָָׂא（ナーサー）から派生し、「重荷」や「負荷」
を意味する名詞として使われます。

1. 「マッサー」の基本的な意味  

「重荷」「負荷」「担い物」という本来の意味がある一方で、預言書の文脈では「重々しい（重荷のよ
うな）メッセージ」「神から負わされた託宣」「神の裁きや警告を告げる“宣告”」を指し示す専門用語
として使われる場合が多いです。
そのため多くの邦訳聖書や英語訳聖書では “Oracle” や “Burden” あるいは「託宣」「神託」「宣告」と
いった訳語があてられています。

2. 「最後通告」のニュアンスはあるか  

預言書では、この「マッサー」がしばしば神の裁きや厳しい警告を告げる文脈で用いられるため、「重
い宣告＝いわば最終的通告」のような印象を受けることがあります。
しかし「マッサー」自体が「最終的・最期の警告」を必ずしも意味するわけではなく、あくまで神から
与えられた“重い”メッセージ全般を指します。特に主題が「裁き」や「わざわい」の内容ならば、結果
的に“最後通牒”のように機能することもあるでしょうが、それは各預言の文脈次第となります。

たとえばハバクク書は、バビロン帝国が躍進し神の民を脅かすという危機的状況の中で書かれ、「なぜ神は
悪しき者を罰せず、正しい者が苦しむのか」という問いから始まります。確かに神の裁きという厳しい内容
の宣告が含まれますが、その結末（3章）では「しかし義人はその信仰によって生きる」（2:4）という希望
にも焦点が当たっています。
一方、マラキ書は旧約最後の書簡として、神の民が主の愛に対して不信を示している様子を告発し、悔い改
めを促すという構成になっています。ここでも「マッサー」は厳しい言葉として登場しますが、悔い改めを
呼びかける可能性を内包している点で、単純な“最終的な宣告”とは限りません。

3. まとめ  

「マッサー」という語が「神の厳しい警告や裁きの宣告」を指す場合が多いのは事実ですが、直ちに
「最後通牒（最終警告）」という語義そのものではありません。あくまで「重い、または重大な神から
の言葉」を担う預言者の“負荷”というニュアンスが中心です。
内容として「最終的警告」の機能を果たすことがあり得るものの、それは文脈全体（預言書のメッセー
ジの流れ）によって決まると理解するのが適切です。

マラキ4:6にあるように、聖絶する通告ではなく、悔い改める



マラキ4:6にあるように、聖絶する通告ではなく、悔い改める
機会を与える警告ですね
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おっしゃる通り、マラキ書が告げる神の言葉（マラキ4:6）は、たんに「聖絶する」という最終的・不可避な
裁きだけを宣言するのではなく、「さばきの日」が来る前に悔い改めを促すための警告＝機会を与える言葉
として機能しています。

1. マラキ4:5–6（ヘブライ語表記では3:23–24）の流れ  

4:5：「わたしは主の大いなる恐るべき日が来る前に、預言者エリヤをあなたがたに送る。」
4:6：「彼（エリヤ）は父たちの心を子どもたちに、子どもたちの心を父たちに向けさせる。そうして
わたしが来て、この地を全き滅び（ヘブライ語で“ヘレム”）で打つことのないようにする。」

ここの「全き滅び（聖絶）」を意味するヘブライ語「ヘレム (חֵרֶם)」は、旧約でカナン征服の際など「神に
ささげて破壊する」ことを指す強い言葉です。ですが、マラキ4:6が言うように、神の意図はただ「滅ぼす」
ことではなく、その滅びを回避するための悔い改めを促す（「父と子の和解」＝悔い改めによる一致）にあ
るのです。

2. 「エリヤの再来」と悔い改めの機会  

「エリヤ」は、王たちやイスラエルの民が偶像礼拝に陥ったとき厳しく悔い改めを迫り、奇跡によって
神の真実性を示すなど、力強い預言活動を行なった人物でした（列王記上17–19章など）。
マラキ書の終わりが「エリヤを送る」と告げるのは、「神に立ち返らなければ、もはや裁きを免れな
い」という段階で、最後の招きを告げる存在が遣わされることを意味します。
新約では、イエスがバプテスマのヨハネをこの「来るべきエリヤ」と示唆しています（マタイ11:14な
ど）。ヨハネが人々に悔い改めを迫る先駆者として登場したことは、まさにマラキ4:6の成就とされま
す。

3. まとめ  

マラキ4:6にある「わたしが来て、この地をヘレムで打つことのないように」という結びは、言い換えれば
「悔い改めるならば、その聖絶を免れる」という神の招きです。マラキ書は旧約の最後に位置しながらも、
最終的断罪を宣告する書ではなく、「さばきの日」前の警告として、なおも人々を悔い改めへと招いている
と理解できます。こうした点から、「聖絶する通告」と同時に「悔い改めの機会を与える警告」としての
メッセージが共存しているわけです。
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